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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第６回武蔵村山市長期総合計画審議会 

開 催 日 時 令和７年１０月１０日（金）午後５時から午後５時５０分まで 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出席者及び 

欠 席 者 

出席者：倉持委員、西村委員、潮委員、内野委員、岡﨑委員、岡田委員、 

佐伯委員、高杉委員、吉澤委員 

欠席者：加藤委員 

議 題 等 

１ 開会 

２ 報告 

⑴ 第５回武蔵村山市長期総合計画審議会の会議要旨について 

⑵ 第五次長期総合計画後期基本計画（素案）について 

⑶ その他 

３ 議題 

⑴ 武蔵村山市長期総合計画審議会答申（案）について 

⑵ その他 

４ 閉会 

結 論 
（ 決 定 し た 方

針、残された問
題点、保留事項
等を記載する。） 

議題⑴： 委員の意見を基に答申を修正することとした。 

議題⑵： 本日の会議録について、委員へメールで送付し、確認の上、

内容を確定することとした。 

審 議 経 過 
（主な意見等を

原則として発言
順に記載し、同
一内容は一つに

まとめる。) 
 
 
 

１ 開会 

（会 長） 本日の出席委員は９名であり、審議会は有効に成立す

る。傍聴希望者はなし。 

 

２ 報告 

⑴ 第５回武蔵村山市長期総合計画審議会の会議要旨について 

―事務局説明― 

資料１に基づき説明 

 

―質疑・意見等― 

特になし 

 

 ⑵ 第五次長期総合計画後期基本計画（素案）について 

―事務局説明― 

参考資料に基づき説明 

 

―質疑・意見等― 

特になし 
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⑶ その他 

特になし 

 

３ 議 題 

⑴ 武蔵村山市長期総合計画審議会答申（案）について 

―事務局説明― 

資料２に基づき説明 

 

―質疑・意見等― 

（委 員） 資料２、答申案１ページの６段落目に「その結

果、市から提出された後期基本計画素案の内容につ

いてはおおむね妥当であるとの結論に達しまし

た。」とあるが、更に具体的に、例えば子育てやＤ

Ｘに係る施策など、注力する項目について追記した

方が良いのではないか。 

（事務局） 注力する項目の記載内容について意見を頂き、審

議会の総意として追記を検討したい。 

（会 長） 注力する項目について、各委員から意見を頂きた

い。 

（委 員） 市民ワークショップなどの結果も踏まえ、注力す

る項目として子育て支援が挙げられると考える。 

（委 員） 人口増加を目指し、長く住み続けてもらうために

も、子育て支援及び教育の充実に重点を置いていた

だきたい。 

（委 員） 人口減少及び少子化に歯止めをかけるためにも、

子育て支援が重要であると考える。 

（委 員） 子どもから高齢者まで誰もが安心して暮らせるよ

う、防災施策の充実も重要である。安心感が定住に

もつながるのではないか。 

（会 長） 防災食育センターも特徴的な取組であると考え

る。 

（委 員） 子どもの減少に配慮した施策やＡＩ等のデジタル

技術に精通した人材の不足を解消する施策に注力し

ていただきたい。 

（委 員） 資料２、別紙の３ページ、第６章の５つ目及び６

つ目の記載は、住宅街の創出及び観光に係る内容で

あるため、第５章に記載した方が良いと考える。 

また、人の往来を増加させるべく、観光地とな
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り得る拠点の整備を推進していただきたい。 

（事務局） 記載内容について検討する。 

（委 員） 魅力のあるまちを作り、転入及び人口増加を目指

していただきたい。 

（委 員） いずれの施策にも財源の確保は重要であり、強化

が必要と考える。 

（事務局） 意見を踏まえ、答申案を修正させていただく。 

（会 長） あらゆる施策が重要なものであり、またそれぞれ

がつながり、循環していると考えられる。そのた

め、各部署間の連携をより一層深め、効果的に実施

していただきたい。 

今後、事務局が修正する答申案の確認は会長に一

任いただければと思う。 

（委 員） 異議なし 

  

⑵ その他 

  ―事務局説明― 

   連絡事項を３点申し上げる。 

まず、本日の会議録についてはメールで送付し、各委員に

御確認いただいた上で、決定する予定である。 

次に、答申書については、１０月３１日（金）に会長及び

副会長から市長にお渡しいただく予定である。 

最後に、今後のスケジュールについてお伝えする。答申の

後、庁内における部会及び策定委員会を経て、年内にパブリ

ックコメントを実施する予定である。その後、２月に市議会

に説明し、３月に庁内で最終決定の後、公表を行う予定であ

る。 

 

―質疑・意見等― 

（委 員） 現時点で調整中となっている成果指標の数値

や現況値の年度更新等は、パブリックコメント

までには決定するという認識で良いか。 

（事務局） 御認識のとおりである。 

      （委 員） 異議なし 

 

４ 閉会 

会議の 

公開・ 

非公開の別 

☑公開              傍聴者： ０人 

□一部公開 

□非公開 
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 ※一部公開又は非公開とした理由 

会議録の 

開示・ 

非開示の別 

☑開示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非開示(根拠法令等：                ) 

庶務担当課 企画財政部 企画政策課(内線：３７３) 

（日本産業規格Ａ列４番） 


